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南極にテラヘルツ望遠鏡を設置し

130億年以上前の銀河を観測する

「見えなしヽ銀爾」な観測す鶴

最適な場所が簡種だつた

地球上で最も少ないからです。南極に設置す

る予定の望遠鏡は、可視光ではなく宇宙から

来る高い周波数の電波 (テラベルツ波)をアン

テナで捉えることで銀河を観測します。水蒸

気が多い場所では電波が吸収されてしまうた

め、極めて水蒸気量が少なく晴れの日が多い

南極は、このテラヘルツ望遠鏡の設置場所とし

て最も適しているのです」

「見えない銀河」を南極から観測する。その壮

大な研究に取り組むのが、関西学院大学理学

部物理・宇宙学科の中井直正教授だ。夜空に

輝く美しい星々は、銀河の中でガスやチリが重

力により凝集することで生まれる。つまり銀河

は星の母体だ。私たちが暮らす地球は「天の

川銀河」に属しており、宇宙全体では2兆個も

の銀河が存在すると予測されている。

「しかしそのほとんどが地球からは見えませ

ん。普通の可視光で観測する望遠鏡では、理

論的に見つかるはずの10分 の1程 しか見つ

かっていないのです」

その「見えない銀河」を観測するのに最適

な場所が、南極であると中井教授は言う。

「それは南極の大気に含まれる水蒸気の量が、

そもそもなぜ、遠い銀河を観測する必要が

あるのか。それは宇宙の誕生後およそ4～8億

年後の間に何が起こったかを明らかにするた

めである。可視光では遠いところにある銀河

ほど暗くなって見えなくなるが、電波 (テラヘル

ツ波)ではあまり暗くならないという特殊な効
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宇宙誕生後4～8億年後に

何が起こったか明らかにする



「当たり前」を疑うところから

サイエンスの新しい発見が生まれる!

果によって、非常に遠くにある銀河でも発見が

容易なのだという。そして観測範囲が遠くなれ

ばなるほど「過去」の銀河の姿を観察できるよ

うになる。

「テラベルツ望遠鏡は、可視光の7～ 8倍の銀

河を観測することができます。地球から130億

年以上前の若い銀河を観測できるようになれ

ば、銀河がいつ、どうやって生まれたかのヒン

トが得られ、ビッグバンから間もない宇宙の姿

の解明にもつながるはずです」

それらの困難な技術的ハードルも10年以上

に及ぶ研究で、乗り越えられる目処が立った

と中井教授は言う。研究室には南極天文台に

設置するアンテナと同タイプの受信機がある

が、それも学生たちと苦心しながら設計・組み

立てを行ったものだ。

「南極天文学の実現のためには、宇宙や天体

観測の知識はもちろんですが、南極に関する

地学的な知識や望遠鏡設計のための工学知

識など、多くの分野にまたがる幅広い学問が

必要となります。学ぶのは大変ですが、その

求められる知見の広さが面白さでもあります」

「学問の世界で常識とされていることを鵜呑

みにせずに、疑いなさい」と中井教授は学生

たちに常日頃から指導している。それはこれ

までも度 、々かつての「常識」が新しい発見に

よってひっくり返されることが、サイエンスの世

界では起こってきたからだ。

例えば、中井教授はある学生とともに「万

有引力を“変形して"計算すれば、存在すると

考えられる星の量で銀河の回転が説明できる

(暗黒物質は不要)」 ことを示した。

「ニュートンに逆らうなんてありえない、と思う

人もいるでしょうが、『当たり前』を疑うところ

から、新しい発見が生まれます。観測した事実

を説明する仮説を、先入観を持たずに自由な

発想で考えることが大切なんです」

かつての「常識」が

爾究に為 てひっくり返る瞬闘

中井教授は15年以上前から南極天文台設

置のために動いてきた。国立極地研究所が南

極内陸部に設置を予定する「新ドームふじ」。

そこにテラヘルツ望遠鏡を設置するための技

術的な研究も進めている。

「雪と氷でできた南極大陸に天文台を設置す

るにはさまざまなハードルがあります。望遠鏡

の重量は100ト ンにもなりますが、それを柔ら

かい雪原の上に固定しなければいけない。ま

た天文台に設置する直径 10mの アンテナが

温度変化や重力によってわずかでも歪んでし

まったら精度が出ないので、髪の毛の4分の 1

以下に歪みを抑える必要があります」
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■南 1,奴 10m級テラヘルツ望遠鏡の完成予想図。地図上 (左下)の「新 ドー

ムふじ」に建設予定

2中井教授が1995年 に世界で初めて巨大ブラックホールの確証を得た銀

河メシエ 106(M106)。 可視光の望遠鏡では観測できないこうしたブ

ラックホールの解明にも取り組んでいる

こ2016年 に、調査のため南 l,ユ 大陸の ドームCと いうところにあるフラン

ス・イタリアの共同観測基地・コンコルディア基地ヘ
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宇宙=点

宇宙で最初の

銀)可の進イヒ? 太陽系
銀河の誕生 ?

ビッグバン

138億年前

星・惑星の母体である銀河の誕生を観測するのが、中井教授の目指す研究
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